
古文と漢文の往還により資質・能力の定着を図るア
イディア

実践場面
 高等学校１～２学年 言語文化・古典探究
 「古典の作品や文章について考えを広げたり深めたりする場面」

ねらい
 古文と漢文で学習した内容を相互に往還させることにより，考えを広げ
たり深めたりすることを目指す。

高・国語〈読むこと〉　古文と漢文の往還させて力を付けよう

【アイディアのポイント】
 古文と漢文は，関連性が非常に強い領域ですが，それぞれ独立して学習
が進められていることが多いようです。相互の結び付きを意識し，活用・
発揮を積極的に取り入れることで，一つの作品からだけでは得られない新
たな気付きを獲得し，深い学びへとつなげます。

教材・教具 生活場面



 例えば，高等学校1年生で学習する「古典文法」の「用言の活用」と「助動詞」
の知識を活用すると，「我，不 行。」といった簡単な漢文を自分の力で読むこ
とができます。また，中学校で学習した「係り結び」と高校で学習する「助動
詞」を少し意識させるだけで，「何，不 行。」→「なんぞ，ゆかざる」といっ
た，高校生が苦手とする読み方も，論理的な思考で理解することができます。

たくさんある古文と漢文の往還場面

高・国語〈読むこと〉　古文と漢文の往還させて力を付けよう

 右の例は，漢文で「鶏鳴狗盗」を学習
した後に，その学習内容を踏まえて「枕草
子」の学習を設定し，平安時代の人々の教
養や，コミュニケーションの特徴について
学習したものです。このように，内容相互
の関連を取り入れた学習場面を設定して，
深い理解につなげることも可能です。

知識の活用以外にも

【鶏鳴狗盗を踏まえて枕草子を学習した例】

「往還」を「関連付け」と捉える
と，活用場面はたくさん考えら
れますね。

教材・教具 生活場面



高・国語〈読むこと〉　古文と漢文の往還させて力を付けよう

源氏物語

伊勢物語

既習の作品

枕草子

白氏文集

こんな時に，これまでに学習してきた作品や

内容を考えてみたり，古文や漢文の往還の

考え方をヒントにしたりすると，深い学びにつ

ながる学習活動が見えてきそうですね。

成立の背景や他の
作品との関連…，
なかなか難しいな。

【例 源氏物語の授業構想】

指導目標 作品の成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえながら古典など 
    を読み，その内容の解釈を深め，作品の価値について考察する。
                           （「読むこと」エ）

往還では，既習の学習内容も活用しよう

「伊勢物語」や
「枕草子」は単
元の最初に取
り上げよう。

源氏物語に影響を及
ぼした「白氏文集」を
使って学習活動を考え
てみようかしら。

教材・教具 生活場面



高・国語〈読むこと〉　古文と漢文の往還させて力を付けよう

・玄宗皇帝と楊貴妃の悲恋の話を踏まえ
 て，桐壺帝と桐壺更衣におとずれる運
 命を本文から推察してみよう。

・「源氏物語」の中のどの部分が，「白
 氏文集」のどの表現を踏まえたものか，
 考えてみよう。

・「源氏物語」の冒頭の表現効果を，
 「白氏文集」の内容と関連付けて考え
 てみよう。

・「白氏文集」を踏まえた表現は，「源
 氏物語」以外にもあるのか探そう。

            【長恨歌と文学作品の関連性に着目して学習したワークシート例】

「源氏物語」と「白氏文集」を関連させて，

次のような学習活動を考えてみました。

「源氏物語」（古文）→「白氏文集」（漢文）

の逆のパターンでも考えられそうですね。

教材・教具 生活場面



高・国語〈読むこと〉　古文と漢文の往還させて力を付けよう

【研修講座の感想から】
・活用・発揮の考え方を応用すれば，定着が早く，深い理解につ
 ながると思いました。

・学習したことが生かされる場面を設定することが大事だと思い
 ました。学んだことを使う場面がはっきりしない国語において
 は，活用・発揮をより意識的に取り入れていくことも必要だと
 思いました。

      R2初任者研修講座（高等学校）受講者

といった感想に加え

・現代文での学びを古典へ，古典での学びを現代文へと往還して
 いくこともできるのではないかと感じた。そのようなことがで
 きるように，見通しをもった計画や効果的な学習活動を考えて
 いきたい。

R2初任者研修講座（高等学校）受講者

という，発展的な考えを示してくださる先生もいらっしゃいました。

教材・教具 生活場面



高・国語〈読むこと〉　古文と漢文の往還させて力を付けよう

ここでは，「往還」の考え方を踏まえ，「漢
文」→「現代文」の往還による「書くこと」の
授業を構想してくださったＴ先生の実践例
をご紹介します。

 漢文から文章構成の技法を学
び，書くことにつなげるという
活用・発揮の視点。

 スモールステップで「転」を
意識した短い文章を書き，ゴー
ルである400字の文章を書く学
習活動につなげているところが
ポイント。

教材・教具 生活場面



高・国語〈読むこと〉　古文と漢文の往還させて力を付けよう

既習の振り返り

と関連付け   

漢文と日常生活とを関連付けた一般化 「書くこと」への応用，ＩＣＴも活用して

【授業の実際】

教材・教具 生活場面



高・国語〈読むこと〉　古文と漢文の往還させて力を付けよう

～実践をしたＴ先生からの感想～
 本単元は，漢詩の構成「起承転結」の効果について考察し，「転」の効果を実際
の作文に活かすことを目標とした授業です。作品の「転」を理解した生徒が，それ
を応用して自分で文章を書く活動において，はじめから小論文のような長文に応用
するのは無理があるように思われたので，「転」を使って短い文章を作成し，それ
らに意図した工夫を，自分の言葉で説明するというスモールステップを設けました。
 生徒の日常生活になじみのうすい，古文・漢文の授業は，ともすると教師の解説
中心の授業になる恐れがあると感じています。日常との関連が少ないからこそ，生
徒自らが調べ，考える時間を増やし，学習と日常生活の関連付けを行うような活動
を取り入れる工夫が必要だと感じました。

Ｔ先生のアイディアを参考にすると，古文と漢文との往還だけで
なく，現代文と古典との往還や，「読むこと」と「書くこと」など領
域を越えた往還もできそうですね。

教材・教具 生活場面


